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1. はじめに

この文書は，Microsoft Word® （以下，MS-WordないしWord）用の簡単なテンプレートになっています．この書式にしたがって発表予稿論文の原稿を御作成ください．また，この文書のページ設定や書式は変更しないでください．
発表者は，期日までにWord原稿を電子メールにて大会事務局までお送りください．プログラム委員会（大会事務局）にて編集した上で予稿集として発行いたします．また，投稿が期日までに間に合わなかった論文は最終的に予稿集から削除されることもありますので，御承知おきくださいますようお願いします．

2. 特に注意する点

2.1 式について
式の記述に際しては以下の点に注意して下さい．

2.1.1 式の段組について
文は2段組・44行で構成してください．2段組で表記し難い長い式などは，1段組で表しても結構です．その場合は，続きがわかるようにして下さい．

2.1.2 式の表記について
式は，鮮明でわかりやすい表記となるよう心がけてください．Wordの数式エディタ等で式をきれいに組版していただくことが望ましいです. TeXで式を版組した場合には，bmp形式等の画像ファイルにして貼りこむか，式を印刷したものをスキャナで取り込み， jpgファイルとして貼りこむ方法などがあります．Jpg形式による貼り込みの例は以下の通りです．
[image: eq]

2.2 表について
2段組で表記し難い大きな表は，1段組で表しても結構です．見にくい表にならないよう配慮してください．表のタイトルは表の上に記載してください．

2.3 図について
図は文字等が鮮明に見やすいサイズを考えて記載してください．2段組で表記し難い大きな図などは，1段組で表しても結構です．図の脚注については，図の下に記載してください．

	図のつもりです



図１ 例を示した図．これは例です．

2.4 写真について
写真はjpgで貼り付けてください．写真は，デジカメで撮影するか，写真をスキャナで取り込み，貼り付けてください．

2.5 文字について
　文字サイズ・フォントは以下のルールに従って下さい．
１）日本語タイトルは，
ＭＳ 明朝，16ポイント，ボールド
２）著者名は，
ＭＳ 明朝、12ポイント，ボールド
３）所属，要約，キーワードは，
ＭＳ明朝，10.5ポイント
４）英語タイトルは，
Times New Roman，14ポイント，ボールド
５）英語著者名は，
Times New Roman，12ポイント
６）英語の所属，要約，キーワードは，
Times New Romanのイタリック，10.5ポ
７）本文は，
ＭＳ明朝，10.5ポイント
８）章名は，
ＭＳ明朝，12ポイント，ボールド，左寄せ
９）参考文献は，後述の様式で列挙してください．

以上の書き方に統一していただくと，全体として高品位の予稿集になります．ぜひ，皆さんのご協力をお願いします．

参考文献
できるだけ，BMFSA学会誌の過去の論文を引用してください．
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 以下は例です。
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